
科目名 Vocabulary BuildingⅡ（前期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 
大八木 香織（実務経験：名古屋国際サービス株式会社にて３年間国際線旅客ハンドリン

グ業務に携わる。） 

学科・学年 英語本科２年  

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

様々な場面、状況別に必要な語彙を増やすことを目的とします。黙々と単語を暗記するだ

けではなく、リスニングやスピーキング練習を通して語彙習得を行い、英検、TOEIC、留

学などで必要となる単語を、コミュニケーション能力を高めながら楽しく学習することを

目指します。また、習得状況を確認するためのテストを定期的に行います。（講義） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．「ビジネス」の場面で使う英単語 

２．「日常生活」で使う英単語 

３．「自然」に関する英単語 

４．「議論」の場面で使う英単語 

５．「社会」に関する英単語 

６．「会計」に関する英単語 

７．「生活雑貨」の英単語 

８．「職業」の英単語  

９．「人体」に関する英単語  

10．「思考」に関する英単語  

11．「道徳」に関する英単語  

12．「場所・建物」に関する英単語  

13．「住居」に関する英単語  

14．「人」に関する英単語  

15．「気分・気持ち」の英単語 

使用テキスト 

・教材等 
 語感を鍛える英単語演習 

成績評価方法

及び 

基準 

* 期末試験：80点 

* 授業参加内容・課題、小テスト等：20点 

計 100点満点とし、60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業前には、単語のテストの準備。各 Unitの新出単語のチェック。 

授業後には復習を必ず行う。 

履修に 

当たっての 

留意点 

授業には必ず辞書を持参。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 Vocabulary BuildingⅡ（後期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 
大八木 香織（実務経験：名古屋国際サービス株式会社にて３年間、国際線旅客ハンドリ

ング業務に携わる。） 

学科・学年 英語本科２年  

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

様々な場面、状況別に必要な語彙を増やすことを目的とします。黙々と単語を暗記するだ

けではなく、リスニングやスピーキング練習を通して語彙習得を行い、英検、TOEIC、留

学などで必要となる単語を、コミュニケーション能力を高めながら楽しく学習することを

目指します。また、習得状況を確認するためのテストを定期的に行います。（講義） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．「動物」の英単語  

２．「植物」の英単語  

３．「宗教」に関する英単語  

４．「病気・けが」に関する英単語  

５．「時」に関する英単語  

６．「経済」に関する英単語  

７．「宇宙」に関する英単語  

８．「軍事」に関する英単語  

９．「科学」に関する英単語  

10．「裁判・法律」に関する英単語  

11．「農業」に関する英単語  

12．「料理名」の英単語  

13．「観光スポット名」の英単語  

14．「悪い事・良くない事」に関する英単語  

15．「良い事」に関する英単語 

使用テキスト 

・教材等 
 語感を鍛える英単語演習 

成績評価方法

及び 

基準 

* 期末試験：80点 

* 授業参加内容・課題、小テスト等：20点 

計 100点満点とし、60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業前には、単語のテストの準備。各 Unitの新出単語のチェック。 

授業後には復習を必ず行う。 

履修に 

当たっての 

留意点 

授業には必ず辞書を持参。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 CompositionⅡ（前期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 八神 光子（実務経験：国際センター、ライオンズ、ロータリークラブなどの通訳、翻訳） 

学科・学年 英語本科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

ライティングスキルアップを目指し、幅広い分野でのトピックスの中からプレゼンテー 

ション、ディベートに挑戦します。日常生活に役立つフレーズ、単語の習得をします。 

ビジネス英語の単語、文章なども習得して仕事に役に立つ英語、日常会話なども学びます。 

簡単な会話に慣れるために言葉を発するトレーニングも行います。 

授業中は英語で進めていくことを目指します。 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１. 授業概要説明、クラスで使う英語についての説明  

２. 話題になっている題材に役立つ単語、フレーズ 

３. TOEIC演習 

４. TOEIC演習           

５. TOEIC演習       

６. TOEIC演習    

７. プレゼンテーションのコツ  日常会話 

８. パートナーとプレゼンテーション練習  発表 

９. 文法チェック     

10. 文法チェック 

11. 前期試験         

12. TOEIC演習             

13. 日常生活の英語の文章作成、会話 

14. 日常生活の英語の文章作成、会話 

15．ディベートのコツ  

使用テキスト 

・教材等 
使用テキストなし 授業で使用するプリント （TOEIC演習など） 

成績評価方法

及び 

基準 

* 授業中に実施される単語、熟語テスト 20点 

* 学年（前期、後期）のライティングテストとオーラルテスト 80点 

合計 100点とし、60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

TOEIC、日常生活、ビジネスに出てくる単語、熟語の習得を各自行う。 

新聞、ニュースを必ずチェックすること。 

履修に 

当たっての 

留意点 

書いた文章、聞いた英語を常に言葉に発すること。自分の英語をいつも意識すること。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 CompositionⅡ（後期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 八神 光子（実務経験：国際センター、ライオンズ、ロータリークラブなどの通訳、翻訳） 

学科・学年 英語本科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

ライティングスキルアップを目指し、幅広い分野でのトピックスの中からプレゼンテー 

ション、ディベートに挑戦します。                         

日常生活に役に立つフレーズ、単語の習得をします。 

ビジネス英語の単語、文章なども習得して、仕事に役立つ会話、日常会話なども学びます。 

簡単な会話に慣れるために言葉を発するトレーニングも行います。 

授業中は英語で進めていく事を目指します。 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１. ディベート 

２. ディベート 

３. ビジネス文書作成  

４. ビジネス文書作成          

５. 文法チェック    

６. 文法チェック 

７. プレゼンテーション パートナーと練習 

８. プレゼンテーション 文書内容チェック  

９. プレゼンテーション 発表            

10. TOEIC演習 

11. TOEIC演習        

12. 後期試験            

13. リサーチペーパー 発表    

14. リサーチペーパー 発表 

15．全体の復習（一般会話、ビジネス会話など） 

使用テキスト 

・教材等 
使用テキストなし クラスで使用するプリント（TOEIC演習など） 

成績評価方法

及び 

基準 

* 授業中に実施される単語、熟語テスト 20点 

* ライティングテストとオーラルテスト 80点 

合計 100点とし、60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

TOEIC、日常生活、ビジネスに出てくる単語、熟語の習得を各自で行う。 

新聞、ニュースを必ずチェックする。 

履修に 

当たっての 

留意点 

書いた文章、聞いた英語を常に言葉に発すること。自分の英語をいつも意識すること。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 児童英語教育Ⅱ（前期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 
浅井 美保（実務経験：学習塾や(株)エイデン(現エディオン)にて英語指導と育成に携わ

ったのち、2007年より現在まで(株)アルク Kiddy CAT英語教室認定講師) 

学科・学年 英語本科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

小学校での英語必修教科化に伴い、英語を教えるために必要な力や方法について学び、模

擬体験をしながら習得する。 

児童英語活動を通して異文化や言語の知識を知り、子どもに説明できる力を身につけると

ともに国際コミュニケーション力を育む。(演習) 

 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．子どもに英語を教えるための３つの力とは／ローマ字について 

２．季節の文化学習(春)  

３．文型について／身のまわりの単語と表現 

４．品詞について／名詞・冠詞・代名詞 

５．動詞と時制について 

６．前置詞・接続詞について 

７．文法指導法の確認テスト 

８．母音の知識と発音／フォニックスについて 

９．生活語彙力養成／フォニックス演習 

10．パラフレーズ力養成／フォニックス演習 

11．前期試験前演習 

12．前期実技試験 

13．前期試験フィードバック 

14．季節の文化学習(夏)  

15．模擬授業体験 

使用テキスト 

・教材等 

子どもに聞かれて困らない英文法のキソ 

mpiフォニックス認定試験知識編(参考)／児童英語教師のためのワークブック(参考) 

大岩のいちばんはじめの英文法 超基礎文法編(参考) 

成績評価方法

及び 

基準 

小テストと期末実技試験において合計 100点満点で採点し、60点以上を合格とする 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

日頃から授業の復習及び、模擬演習に備えること 

履修に 

当たっての 

留意点 

欠席した場合は履修内容を確認して自習すること 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 児童英語教育Ⅱ（後期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 
浅井 美保（実務経験：学習塾や(株)エイデン(現エディオン)にて英語指導と育成に携わ

ったのち、2007年より現在まで(株)アルク Kiddy CAT英語教室認定講師) 

学科・学年 英語本科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

小学校での英語必修教科化に伴い、英語を教えるために必要な力や方法について学び、模

擬体験をしながら習得する。 

児童英語活動を通して異文化や言語の知識を知り、子どもに説明できる力を身につけると

ともに国際コミュニケーション力を育む。(演習) 

 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．前期の復習 

２．形容詞・副詞について／身のまわりの単語と表現 

３．形容詞句/節について 準動詞編／生活語彙力養成 

４．関係詞編／パラフレーズ力養成 

５．副詞句/節について 分詞編／状況設定力養成 

６．文法指導法の確認テスト 

７．季節の文化体験学習(秋)  

８．子音の知識と発音／フォニックス演習 

９．内容言語統合型学習 CLILについて体験学習／フォニックス演習 

10．季節の文化体験学習(冬)  

11．後期試験前演習 

12．後期実技試験 

13．後期試験フィードバック 

14．模擬授業体験 

15．一年間のまとめ 

使用テキスト 

・教材等 

子どもに聞かれて困らない英文法のキソ 

mpiフォニックス認定試験知識編(参考)／児童英語教師のためのワークブック(参考) 

大岩のいちばんはじめの英文法 超基礎文法編(参考) 

成績評価方法

及び 

基準 

小テストと期末実技試験において合計 100点満点で採点し、60点以上を合格とする 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

日頃から授業の復習及び、模擬演習に備えること 

履修に 

当たっての 

留意点 

欠席した場合は履修内容を確認して自習すること 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 

科目名 中国語（前期 30時間（90分/コマ））  必修・ 選択  

担当教員 高木 佐知子（実務経験：2010年より中国語通訳者。全国通訳案内士資格 2013年取得） 

学科・学年 英語本科４年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

中国語初心者対象。中国語の基礎を学び、初歩的なコミュニケーション能力を習得する。

中華圏文化への理解を深めることで異文化への適応力を養う。資格取得を目指し、中国語

を自分の強みとして将来のキャリア形成に役立てる。 

基本的に教科書に沿って進める。音読・暗唱による発音練習、ペアワークやグループ活動

の実施。映像や資料で中華圏の生活を紹介。HSK模擬試験（講義） 

 

［到達目標］正確な発音（ピンインと四声）、基本的文法、挨拶表現などを徹底的に学ぶ。 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．ガイダンス、中国語の基礎知識 

２． 発音編 発音１ 声調、単母音 発音２ 子音（１）、子音（２）  

３． 発音編 発音３ 複母音、声調記号のつけ方 

４． 発音編 発音４ 鼻母音 -nと-ngの違い 発音５ 声調の変化、挨拶言葉 

５． 第１課 本文と文法ポイント：人称代名詞、動詞“是”、名前の言い方 

６． 第１課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

７． 中華圏に関する講座 

８． 第２課 本文と文法ポイント：動詞述語文、語気助詞、疑問詞疑問文 

９． 第２課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

10．第３課 本文と文法ポイント：指示代名詞（1）、語気助詞 

11．第３課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

12．中華圏に関する講座 

13．HSK対策（語彙とリスニング） 

14．前期期末試験 

15．総復習とフィードバック 

使用テキスト 

・教材等 
新 HSKにチャレンジ！一年生の中国語 ： 朝日出版社 

成績評価方法

及び 

基準 

授業への取組み、課題提出、小テスト、定期試験を総合して評価（計 100点満点）。  

60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業で学んだテキスト文の音読練習、暗唱できるまで繰り返し練習する。 

ノートまとめ。 

履修に 

当たっての 

留意点 

授業中は、積極的に会話練習に取り組むこと。課題提出用に各自ノートを一冊準備する。 

HSKは事前申し込みが必要。計画的に準備する。 



科目名 中国語（後期 30時間（90分/コマ））  必修・ 選択  

担当教員 高木 佐知子（実務経験：2010年より中国語通訳者。全国通訳案内士資格 2013年取得） 

学科・学年 英語本科４年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

中国語初心者対象。中国語の基礎を学び、初歩的なコミュニケーション能力を習得する。

併せて接客業などビジネス現場で常用する表現を学ぶ。中華圏文化への理解を深めること

で異文化への適応力を養い、英語以外の言語習得を自身の強みとし、将来のキャリア形成

に繋げる。 

基本的に教科書に沿って進める。音読・暗唱による発音練習、ペアワークやグループ活動

の実施。映像や資料で中華圏の生活を紹介。HSK模擬試験（講義） 

［到達目標］正確な発音（ピンインと四声）、基本的文法、挨拶、簡単なビジネス表現を

マスターする。HSK取得に向けての準備。 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．前期総復習、発音の見直し 

２．前期総復習、発音の見直し  

３．第４課 本文と文法ポイント：形容詞述語文、助動詞“想”と“要” 

４．第４課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

５．第５課 本文と文法ポイント：時間の表現（１）、所有を表す動詞“有” 

６．第５課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

７．中華圏に関する講座 

８．第６課 本文と文法ポイント：数詞、量詞、数量を尋ねる疑問詞 

９．第６課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

10．第７課 本文と文法ポイント：指示代名詞（２）場所、存在を表す動詞 

11．第７課 ドリル一 文法、ドリル二 リスニング 

12．HSK対策（語彙とリスニング） 

13．簡単なビジネス表現 

14．後期期末試験 

15．総復習とフィードバック 

使用テキスト 

・教材等 
新 HSKにチャレンジ！一年生の中国語 ： 朝日出版社 

成績評価方法

及び 

基準 

授業への取組み、課題提出、小テスト、定期試験を総合して評価（計 100点満点）。  

60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業で学んだテキスト文の音読練習、暗唱できるまで繰り返し練習する。 

ノートまとめ。 

履修に 

当たっての 

留意点 

授業中は、積極的に会話練習に取り組むこと。課題提出用に各自ノートを一冊準備する。 

HSKは事前申し込みが必要。計画的に準備する。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



 科目名 Speech＆PresentationⅡ（前期 30時間（90分/コマ））  必修・ 選択/  

担当教員 
佐藤 麻希（実務経験：名港海運(株)にて２年間、輸入営業事務業務に携わる。(株)アオ

イコーポレーションにて２年間、海外ロケコーディネーター業務に携わる） 

学科・学年 英語本科４年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

Speech＆PresentationⅡでは、ビジネスの場でスピーチをする際に必要となる基礎的な

知識を学びつつ、毎回簡単なアウトプットを行います。 

このクラスでは、スピーチの目的、構成、内容、場面、表現を吟味することから始めま

す。 

その後、目的、構成の理解を踏まえ、さまざまな状況に応じたスピーチのサンプルと豊

富な表現を参考にして、実際の場面で使えるスピーチ内容を考え発表していきます。 

授業の方法としては、授業の最後に一分スピーチを行い、シンプルで短いスピーチから

徐々にハードルをあげていき、できることを増やしていきます。（講義） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．スピーチの目的について学ぶ 

２．スピーチの構成を知る 

３．スピーチライティングの基礎を学ぶ 

４．PowerPoint 文書の作成についての知識をつける 

５．新入社員の自己紹介 

６．後任者の紹介－インフォーマル 

７．後任者の紹介－フォーマル 

８．新入社員を歓迎する 

９．日本へようこそ－歓迎のスピーチ 

10．工場見学 

11．第５から第 10の中から１トピックを選び情報を増やしてプレゼンの準備をする 

12．前期末実技実施 

13．送別会のスピーチ－転任者の送別 

14．会社の創立記念－ひと言挨拶 

15．忘年会でのスピーチ 

使用テキスト 

・教材等 
ビジネスで使える英語の１分間スピーチ 

成績評価方法

及び 

基準 

期末実技試験の内容を採点し 60点以上を合格とする 

授業内での積極性も加味した上で 100 点満点とする 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業後の復習及び日頃からの英語学習を積極的に行うこと 

履修に 

当たっての 

留意点 

積極的に発言すること。欠席した場合は履修内容を自主学習すること 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 Speech＆PresentationⅡ（後期 30時間（90分/コマ））  必修・ 選択/  

担当教員 
佐藤 麻希（実務経験：名港海運(株)にて２年間、輸入営業事務業務に携わる。(株)アオ

イコーポレーションにて２年間、海外ロケコーディネーター業務に携わる） 

学科・学年 英語本科４年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

Speech＆PresentationⅡ後期では、前期に引き続き、ビジネスの場でスピーチをする際

に必要となる基礎的な知識を学びつつ、毎回簡単なアウトプットを行います。 

また、後期ではより深い内容について伝えられる英語力取得を目指します。 

このクラスでは、目的、構成の理解を踏まえ、さまざまな状況に応じたスピーチのサン

プルと豊富な表現を参考にして、実際の場面で使えるスピーチ内容を考え発表していき

ます。 

授業の方法としては、授業の最後に一分スピーチを行い、シンプルで短いスピーチから

徐々にハードルをあげていき、できることを増やしていきます。（講義） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．親睦会－花見の宴会 

２．親睦会－新年会 

３．退職Ⅰ－送ることば 

４．退職Ⅱ－最後の挨拶 

５．新入社員の自己紹介 

６．激励するスピーチⅠ 

７．激励するスピーチⅡ 

８．日本からの代表団が海外の企業へ行く 

９．日本からの代表団への歓迎スピーチ 

10．プロジェクト開始－ミーティングでの挨拶 

11．第１から第 10の中から１トピックを選び情報を増やしてプレゼンの準備をする 

12．後期末実技実施 

13．株主総会Ⅰ－株価動向 

14．株主総会Ⅱ－合併のお知らせ 

15．株主総会Ⅲ－株式分割のお知らせ 

使用テキスト 

・教材等 
ビジネスで使える英語の１分間スピーチ 

成績評価方法

及び 

基準 

期末実技試験の内容を採点し 60点以上を合格とする 

授業内での積極性も加味した上で 100 点満点とする 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業後の復習及び日頃からの英語学習を積極的に行うこと 

履修に 

当たっての 

留意点 

積極的に発言すること。欠席した場合は履修内容を自主学習すること 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 Advanced ReadingⅡ（前期 30時間（90分/コマ））  必修・ 選択  

担当教員 村田 愛美（実務経験：オーストラリアの商社にて３年間、貿易業務に携わる） 

学科・学年 英語本科４年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

様々なジャンルの英文の読解を通して、総合的な英語力の向上を目指します。既に習った

文法の確認と応用演習を行い、難易度の高い長文、リスニング問題に対応できる英語力を

身に付けます。また、自分の考えを英語で表現できる様、英作文の練習を行います。修了

時までに英字新聞などの時事問題を難なく読解する力を習得することを目的とします。

（講義） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．Pandemic and People’s Lifestyle 1 

２．Pandemic and People’s Lifestyle 2 

３．The Circular Economy 1 

４．The Circular Economy 2 

５．Road to Decarbonization 1 

６．Road to Decarbonization 2 

７．Online Learning and School Life 1 

８．Online Learning and School Life 2 

９．Delivery Robots 1 

10．Delivery Robots 2 

11．Discrimination against Asian Americans 1 

12．Discrimination against Asian Americans 2 

13．Gendered Division of Housework 1 

14．Gendered Division of Housework 2 

15．前期まとめ 

使用テキスト 

・教材等 
CLIL: Discuss the Changing World 2 

成績評価方法

及び 

基準 

期末試験において 100点満点で採点し、60点以上を合格とする 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

常に目標の英検級の合格、及び TOEICスコア達成を意識し、英語ニュースなどに触れる時

間を多く持つこと 

履修に 

当たっての 

留意点 

その日の授業テーマ・概要を予習しておくこと。また、新しく学んだ文法・単語をしっか

り暗記すること 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 Advanced ReadingⅡ（後期 30時間（90分/コマ））  必修・ 選択  

担当教員 村田 愛美（実務経験：オーストラリアの商社にて３年間、貿易業務に携わる） 

学科・学年 英語本科４年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

様々なジャンルの英文の読解を通して、総合的な英語力の向上を目指します。既に習った

文法の確認と応用演習を行い、難易度の高い長文、リスニング問題に対応できる英語力を

身に付けます。また、自分の考えを英語で表現できる様、英作文の練習を行います。修了

時までに英字新聞などの時事問題を難なく読解する力を習得することを目的とします。

（講義） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．Preparing for Emergencies 1 

２．Preparing for Emergencies 2 

３．Ukraine and Afghanistan 1 

４．Ukraine and Afghanistan 2 

５．Digital Society 1 

６．Digital Society 2 

７．Climate and Infectious Diseases 1 

８．Climate and Infectious Diseases 2 

９．Overtourism and Undertourism 1 

10．Overtourism and Undertourism 2 

11．Multicultural Exchange in Japan 1 

12．Multicultural Exchange in Japan 2 

13．Changing Africa  

14．Helping People Make Better Choices 

15．後期まとめ 

使用テキスト 

・教材等 
CLIL: Discuss the Changing World 2 

成績評価方法

及び 

基準 

期末試験において 100点満点で採点し、60点以上を合格とする 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

常に目標の英検級の合格、及び TOEICスコア達成を意識し、英語ニュースなどに触れる時

間を多く持つこと 

履修に 

当たっての 

留意点 

その日の授業テーマ・概要を予習しておくこと。また、新しく学んだ文法・単語をしっか

り暗記すること 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 


